
令和元年産　栽培管理記録（OCRシート）　　　　　　　　　

注意事項

　 3 ／ 1 5 6 ／ 3 0

5 ／ 1 0 7 ／ 3

←

住所　　　　　　： 滋賀県　甲賀市水口町水口6111-1 圃場名　　： 水口町　水口

連絡先　　　　　： ０７４８　（　　６２　　）　０７１１ 栽培面積　： 　　　　　　　　　　３　　a

甲賀農業協同組合

生産者番号　　： ８３１

　氏名　　　　　　： 野菜　太郎 品目名　　： トマト

施肥記録
資材名

（正式名称）
使用日　　月／日

使用量
（単位に○チェック）

資材名
（正式名称）

使用日　　月／日

作業記録
作業名 月　／　日 作業名 月　／　日 ・記入事項全て、作付面積あたりで記入してください。

・記入漏れがないように注意してください。
・提出２回目以降変更があれば追記してください。播種日 収穫予定日

定植日 出荷予定日

6 ／ 1 5 8

ｋｇ・ｇ・ℓ・倍・（　　　） ｋｇ・ｇ・ℓ・倍・（　　　）

使用量
（単位に○チェック）

牛糞堆肥 3 ／ 2 0 500 愛菜物語みどり

5 8

ｋｇ・ｇ・ℓ・倍・（　　　） ｋｇ・ｇ・ℓ・倍・（　　　）

ＰＫ化成 4 ／ 2 0

35 愛菜物語みどり 7 ／ 2苦土消石灰 4 ／ 2 0

油粕 4 ／ 2 5

10

ｋｇ・ｇ・ℓ・倍・（　　　）

45 ／

使用日　　月／日
使用量

（単位に○チェック）

ｋｇ・ｇ・ℓ・倍・（　　　） ｋｇ・ｇ・ℓ・倍・（　　　）
／

ｋｇ・ｇ・ℓ・倍・（　　　）

倍
ｋｇ　・　ｇ
ｍｌ　・　ｃｃ

（　　　　　　　）水和剤・水溶剤・乳剤・フロアブル・粒剤・（　　　　　）

7 ／ 2 0 1,000

防除記録

農薬名（正式名称）
（該当剤に○チェック）

１回目 ２回目

使用日　　月／日
使用量

（単位に○チェック）

5 ／ 1 0 700
倍

ｋｇ　・　ｇ
ｍｌ　・　ｃｃ
（　1ｇ/株　）

ダコニール１０００ 4 ／ 2 0 1,000
倍

ｋｇ　・　ｇ
ｍｌ　・　ｃｃ

（　　　　　　　）

倍
ｋｇ　・　ｇ
ｍｌ　・　ｃｃ

（　　　　　　　）水和剤・水溶剤・乳剤・フロアブル・粒剤・（　　　　　）

トマトトーン 5 ／ 2 0 100
倍

ｋｇ　・　ｇ
ｍｌ　・　ｃｃ

（　　　　　　　）

／

倍
ｋｇ　・　ｇ
ｍｌ　・　ｃｃ

（　　　　　　　）水和剤・水溶剤・乳剤・フロアブル・粒剤・（　　　　　）

／

スタークル

ジマンダイセン 6 ／ 1 5 800
倍

ｋｇ　・　ｇ
ｍｌ　・　ｃｃ

（　　　　　　　）

倍
ｋｇ　・　ｇ
ｍｌ　・　ｃｃ

（　　　　　　　）水和剤・水溶剤・乳剤・フロアブル・粒剤・（　　　　　）

アファーム 7 ／ 2 0 2,000
倍

ｋｇ　・　ｇ
ｍｌ　・　ｃｃ

（　　　　　　　）

／

倍
ｋｇ　・　ｇ
ｍｌ　・　ｃｃ

（　　　　　　　）水和剤・水溶剤・乳剤・フロアブル・粒剤・（　　　　　）

／

／

／

倍
ｋｇ　・　ｇ
ｍｌ　・　ｃｃ

（　　　　　　　）

倍
ｋｇ　・　ｇ
ｍｌ　・　ｃｃ

（　　　　　　　）

倍
ｋｇ　・　ｇ
ｍｌ　・　ｃｃ

（　　　　　　　）水和剤・水溶剤・乳剤・フロアブル・粒剤・（　　　　　）

／

倍
ｋｇ　・　ｇ
ｍｌ　・　ｃｃ

（　　　　　　　）

／

倍
ｋｇ　・　ｇ
ｍｌ　・　ｃｃ

（　　　　　　　）水和剤・水溶剤・乳剤・フロアブル・粒剤・（　　　　　）

倍
ｋｇ　・　ｇ
ｍｌ　・　ｃｃ

（　　　　　　　）水和剤・水溶剤・乳剤・フロアブル・粒剤・（　　　　　）

／

倍
ｋｇ　・　ｇ
ｍｌ　・　ｃｃ

（　　　　　　　）

／

倍
ｋｇ　・　ｇ
ｍｌ　・　ｃｃ

（　　　　　　　）水和剤・水溶剤・乳剤・フロアブル・粒剤・（　　　　　）

／

提出確認
１回目 ２回目 ３回目 ４回目

／

生産者 ＪＡ

６／２４ ６／２８ ７／２５ ７／３１ ８／２５ ８／２７ ／ ／

生産者 ＪＡ 生産者 ＪＡ 生産者 ＪＡ

□
追加変更なし □ 追加変更なし □ 追加変更なし □ 前回の提出から変更がなければチェック

この作物には農薬を
使用していません

チェック

野菜 農協 野菜 農協 野菜 農協 印 印

農薬未使用の

場合

提出日を記入し押印

１ヵ月間追加変更が

なければチェック

農薬を使用してい

なければチェック

同じ薬剤の２回目の

使用を記入

追加散布は続けて記入

正式名称・使用日・

単位は正確に記入
追加散布は続け

て記入

日付の抜けがないように記入

記 入 例
各項目に抜けがな

いように記入

・ 記入漏れがないように

・ 作付面積あたりで記入

薬剤は正式名

称で記入

倍率・使用量は

正確に記入



【点検方法】
①

②

③

④

⑤

全てのチェックが済んだら、農作業を振り返り、記録を点検・検証しましょう。

ＪＡこうか　ＧＡＰ　実践点検シート

点検は、作ごと、に行います。

点検は生産者自らが行い、実践できていると判断する場合には、チェック欄に「○」を付します。

該当がない項目については、チェック欄に「－印」を付します。

実践できない項目がある場合は、チェック欄に「×印」を付し、次回までに改善できるよう努めてください。

◆必須◆の表示がある項目は、法令遵守事項など必ず守らなければならない項目ですので、必ず確認してください。

今作の目標
※個人の目標を記入　（例：生育障害が起こらないよう土づくりを行う、できるだけ農薬の使用を減らす　など）

収穫量を増やすために生育に合わせて施肥量を調整する。

生産工程 点　検　項　目

チェック欄

１回目 ２回目 ３回目 ４回目

6/24 7/25 8/25 /

準　備

研修会参加やパンフレットなどにより農業生産に関する情報を収集しま
したか。 □ □ □ □
今作の栽培基準を読み、栽培計画し適正に栽培管理を行いましたか。

□ □ □ □
土づくりを目的とし、たい肥や有機質資材または土づくり資材を施用し
ましたか。 □ □ □ □
用水の水源は何か知っていますか。（河川、地下水、ため池など）

□ □ □ □
ほ場や用水に影響を及ぼす廃棄物や有害物質等がないか周辺環境を確認して
いますか。 □ □ □ □

□
肥料節減に向け、施肥基準等に基づいて適正な量・方法で施用をしまし
たか。 □ □ □ □

栽培管理

◆必須◆　農薬は、ラベルに記載されている使用方法を守って使いまし
たか。 □ □ □ □
養液栽培の場合、廃液を出さないように循環利用し、やむを得ず廃液を
流す場合は、適正に処理をしましたか。 □ □ □

液剤を使用する場合は、薬剤が残らないように調整する。やむを得ず
残った場合は散布むらの調整等に利用しましたか。 □ □ □ □
事前に病害虫の発生状況を確認するとともに、必要に応じて農薬や他の
手段を組み合わせて効果的・効率的な防除を実施しましたか。 □ □ □ □
農薬の飛散防止対策として、周囲の作物の生産状況を確認し、飛散低減
ノズルへの交換や強風時に散布を行わないなどを行いましたか。 □ □ □ □

□

□
出　荷

◆必須◆　収穫物に異物混入や品質劣化がおこらないよう、適切に扱い
保管していますか。 □ □ □ □

□

調　製
◆必須◆　圃場を確認し適期収穫をするとともに、農薬を使用した場
合、収穫前日数の経過を確認し収穫を行いましたか。 □ □ □

収　穫
収穫道具や収穫出荷資材等は、常に手入れや洗浄を行い衛生的に保管し
ていますか。 □ □ □

各作業前に作業者の健康状態を確認し、農作業事故が起きないよう注意
していますか。 □ □ □ □

全　般

◆必須◆　肥料・農薬や生産資材等は、出荷調整場所と区分し整理整頓
して保管していますか。 □ □ □ □
◆必須◆　マルチ・肥料袋・ハウス資材・期限切れ農薬・廃プラ等は処
理業者への委託などにより適正に廃棄していますか。 □ □ □

肥料・農薬や種苗等の使用状況などを栽培履歴に記帳し、購入伝票とと
もに保管していますか。 □ □ □ □

管理上の反省や今後の改善策

（例：収穫物に異物混入や汚れが付かないように、作業場の区分を行う　など）

農薬の使用回数を減らすため、病害虫を早期に発見する。

作業機械・ハウス・管理機材等は定期的な点検・整備を実施しています
か。 □ □ □ □
野菜の残渣や不要物をたい肥や飼料として利用したり、すき込み等によ
り、土壌へ還元しましたか。また、病害虫の発生物においては、圃場外
に持ち出し適正に処理しましたか。

□ □ □ □

提出毎に点検

１回目の提出時に記入

１回目の提出時に記入

実践出来ていれば「○」記入

該当がなければ「－」記入

実践できない場合「×」記入、実践出来るように努める


